
緊急提案  説明資料 

放射性物質封じ込めに「都市鉱山」の活用を 

• 福島原発の今後の重要対策として「閉じ込める」ことが求め
られる、そのためには大量の遮蔽材が必要となるが、優れ
た放射線遮蔽材である鉛は発展途上国のバッテリー需要
の増大で供給が厳しい。 
 

• 国内のマテリアルフローによると、その鉛が地デジ化に伴う
テレビブラウン管に10-25%含まれて大量に排出され、 「都
市鉱山」として家電リサイクルに集まってきている。 
 

• このブラウン管のカレットを有効に利用し、福島原発の放射
線閉じ込めに利用できる技術とシステムの確立のために各
機関・団体が協力して早急に取り組むことを提案する。 

未踏科学技術協会・エコマテリアルフォーラム 



原発事故対策三原則 
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システム 
 ・ 必要量・供給可能量の検討 
 ・ 輸送方法、加工処理サイトの検討 
 ・ 必要コスト設定、分担 
 ・ 使用状況に合致した溶出基準の検討 

技術 
 ・ 素材形態と遮蔽能力の最適化 
 ・ 溶出などの安全性検討(耐アルカリ) 
 ・ 安定化のための前処理(界面親和性) 

カレットの1/100のPb溶出 
  (非アルカリ環境) 

中国等のバッテリー
需要で品薄 

図の出典：資源エネルギー庁「原子力2008」 

図08.出典：ガラス産業連合会.資料」 

図の出典：Nextro Co., Ltd.資料 

図の出典：Iジオデシック・ドーム型の放射線遮蔽壁の建設案 
図版作成＝畑中菜穂子＋Alcatel Alenia Space-Italy 



なぜ鉛が放射線を遮蔽するか 
--コンプトン散乱-- 
電磁波(γ線やX線)が 
物質のもつ電子と衝突すると 
エネルギーを奪われて 
方向も変わる 
これが物質の中で繰り返され 
減衰する 

鉛は電子を82も持ち、質量も大きい 
原子なのでコンプトン散乱が大きい 
 (Alは13) 

理由その1 理由その2 

自然界のMagic number 
2, 8, 20, 28, 50, 82, 126 
の素粒子の数の元素は安定 

鉛は 
陽子82 
中性子126 

Β線やα線、が来ても崩壊しない 

全元素の中で最も質量の大
きい安定同位体 

α γ 

アルミではα線を止めてもγ線が出る 

図の出典：資源エネルギー庁「原子力2008」 



これまでのマテリアルフロー調査 

 

NIMS-EMC 材料環境データ 「鉛マテリアルフロー作成のための基礎調査」より 

平均で年間4万トンが管球ガラスに使用 (輸出を含む) 
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JST社会技術 「マテリアルリース社会システム構築のための総合研究」より 

中央環境審議会廃棄物・リサイクル部会家電リサイクル制度評価検討小委員会、 
産業構造審議会環境部会廃棄物・リサイクル小委員会電気・電子機器リサイクルＷＧ 合同会合 
（第7回）議事要旨・資料  より 

12.8万トンが国内蓄積 

2011年だけで1800万台23万トンの 
ブラウン管が出てくると予想 

2万トンの鉛に相当 
我が国の2010年鉛生産は約27万トン 



遮蔽素材化の例 
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